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Ⅰ万博公園の鳥第12回「ヒレンジャク」 学名 Bombycilla japonica 

漢字名 緋連雀 英名Japanese Waxwing

5月の万博公園探鳥会では万葉の里のエドヒガン

（サクラの一種）の実を食べに来ているヒレンジャク

が5羽、満腹になったのか近くのクスノキに休むヒレ

ンジャクを写真（橋本昌宗氏）に残された。

万博公園探鳥会をスタートした1985年から2016年

まで探鳥会で観察した鳥の観察頻度を集約している

が、ヒレンジャク・キレンジャクの観察頻度は右下図

の通りである。

4年間（約48回）の探鳥会で何回観察しているかを

パーセント表示しているが、観察頻度は0％～４％と

低い。4年間（約48回）の探鳥会で1回観察すれば2％、2回観察すれば4％なので、万博公園では4年間に

0回～2回しか観察していないことを示している。

ヒレンジャク・キレンジャク両種はクロガネモチ・トウネズミモチ・ナ

ンテンなどの液果（色のついた木の実）を餌源にしている冬鳥、

渡来が2月～4月頃と遅く、群で木の実のある所にきている。万博

公園など冬鳥のツグミなどが早く渡来する所では、レンジャクの

ように遅く渡来する鳥の好む木の実がほとんど残っていないため

街中の住宅地内に残っている木の実を見つけ、そこの木の実を

食べつくすと他の場所に点々と移動しながら採餌することが多い。

平は2013年2月、木の実を探して吹田市内をあちこち移動するヒ

レンジャク（最大500羽の大群）を見たことがある。

Ⅰ②大阪府鳥類目録2016    下図にキレンジャク・ヒレンジャクの大阪府での観察記録を示した。

両種とも冬～春に観察しているが、ヒレンジャクの観察がキレンジャクよりも多いことがわかる。

Ⅰ③世界の分布図 真木・大西日本の野鳥590 （2000年）平凡社
キレンジャクはユーラシア大陸

～北アメリカ大陸と北半球一円

に分布している。

これに対してヒレンジャクは

日本・樺太を中心とする極東に

分布しているのみである。

キレンジャク ヒレンジャク

冬 春 冬 春
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Ⅱ 先月2026年5月9日の探鳥会記録
快晴の探鳥日和、春の渡り鳥を期待してスタートしが、園内に行楽客が多かったこともあってか少なく、
キビタキ3羽、センダイムシクイ1羽にとどまった。今月のトピックスはエドヒガン、これまで熟した液果で
観察されたことの多かった「カラスの枝落とし」、緑色から赤色に変わったばかりで未熟のエドヒガンで
見られ、さらにそのエドヒガンで冬鳥のシメ2羽、そしてレンジャク5羽も観察できた。また、ハクセキレイ
のディスプイについて連続写真で記録された。今月探鳥会資料に特集したコチドリ、自然文化園内で
は2羽にとどまったが、2年前に更地となった「住宅展示場跡地」で観察できることがわかっていたので、
探鳥会中締め後、希望者のみで観察した。そこには8羽のコチドリ（うち抱卵中4羽）、ケリ4羽（うち1羽
雛）を観察し、大満足で終えることができた。 写真：橋本昌宗氏

シジュウカラ ダイサギ

カイツブリ

ハクセキレイのディスプレィ（4枚組）

コチドリ
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Ⅳ 次回 7月11日（土）9：30～ 万博公園探鳥会
今月同様、大阪支部HPのホームズ様式からお申込みくださるようお願いします。

又は、平宛メール ｇ．0501.hi@gmail.com or 電話090-6901-1425で連絡ください。

夏の暑さは厳しいので、熱中症対策として水分補給を充分に！

Ⅲ①万博公園について問い合わせ 20260526
■非会員の方より、大阪支部) 問い合せ内容

万博記念公園の西側の池や川に最近水がなく、又昨日日本庭園の深山の泉も水がなくなっていました。
鳥もかなり減少していると思います。このような状況に貴会は何か行動をしていますでしょうか。何かお
教えください。

■納家支部長➝非会員の方への回答 20260609
・万博公園（自然文化園・日本庭園）では、遊歩道沿いなどに水が流れており、園内にある池々に
水が満たされていますが、これらの水は雨によるだけでは不足で、循環使用されています。
例 えば自然文化園では、一番高い西側双子池が最上流で、東側夢の池が最下流になります。
最上流の「双子池」が標高60m近くにあり、最下流の「夢の池」の標高33m前後、 目には見 えません

がポンプと配水管により、最下流から最上流に、標高差30m近くをもどされています。
万博公園の池はすべて、元々は田んぼや山であった所に作られた池のため、池面積が狭く、深

さも浅く、循環水で水位が保たれています。

このようにつくられた万博公園の池や水路は、開園されてから55年間使用されてきました。最近、
配水管・送水ポンプ関係など、循環水設備関係の老朽化による故障 があったようで、工事の関
係からか場所が変化していますが、水の流れていない水路、水の少なくなった池があるので、修
理をされているようです。
このため、鳥の関係ではカモの仲間、サギの仲間、カワセミなど、水辺周辺にすむ鳥や池の鳥が
少なくなっています。
また湿地に生息していた植物も変化していると思っています。

お問い合わせがあったことから、万博公園事務所に本件についてお尋ねしました。
その結果、以下のことが分かりました。

・自然文化園については、ほぼ設備補修が終了したとのことで、近々メインルートの「双子池」
➝「もみじの滝」➝「もみじ川」の水流が復活する予定とのことでした。

・一方日本庭園ははまだ解決しておらず、時間がかかるとのことでした。

なお、当支部の万博定例探鳥会は、毎月第2土曜日に開催していますので、ぜひご参加ください。
万博公園の鳥や自然について、より深く知ることができると思います。
次回開催は6月13日となります。

Ⅲ② 日本野鳥の会本部に寄せられたクレームについて
３月開催の都市公園における大阪支部定例探鳥会について、公園利用者からのクレームが日本野鳥の

会本部に連絡された。

・「スポーツの練習をしていたところ、探鳥会のグループが通りかかり、邪魔なのでどいて

ほしいと怒鳴られた」

・「怒鳴ったのは、おそらく参加者で、引率者ではないようだった」

・「自分は、通路を避けて、通行人に邪魔にならないところを選んで活動していた」

・「毎日ように利用していて、探鳥会のグループにも会うことがあり、観察中に道をふさい

でいる様子も見かけている」

・「そのため、邪魔と言われたのは心外」

万博公園でもいろんな目的で利用されている方や団体があります。鳥を見たいために他の方がご迷惑

になると思われる行動・言動に留意し、楽しい一日を過ごしましょう。
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Ⅴ 万博公園探鳥会 観察鳥チェックリスト（第8版ベース）
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